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亜鉛摂取とたんぱく質摂取がラットの細胞性免疫におよぼす相互作用を検討した．その結果，細胞性免疫における亜鉛
摂取の効果を上げるためにも，たんぱく質摂取が重要であると推測された．
’〕北海道大学大学院農学研究科
食品薬品部
○農産物中残留農薬試験法検討結果（GC／MS一斉分析法検討）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成16年度厚生労働省汎用農薬分析調査試験等の試験検査一残留農薬分析法門発
　に関する試験一分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成17年3月
　食品中に残留する農薬等へのポジティブリスト制の導入に伴う一斉分析法の開発を行うための基礎的検討を分担した．
　35種類の農薬について，GC／MS一斉分析法のための基礎的データ（保持時間，定量イオンの選定，検出限界など）
　を取った後，あらかじめ定めた一斉分析法で7種類の農産物への添加回収実験を行い，一斉分析法の適合性を検証した．
微生物部
ONon－Hodgkin’s　Iymphomaを合併したDNA　Ligase　iV（LlG4）syndromeの一例
　戸板成昭1），波多野典一），山田雅文1），小林良こ二1），小林一郎1），川村信明1），岡野素彦，小林邦彦1）
　宮脇利男編，平成15年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業「原発性免疫不全症候群に関する調査
　研究」），平成15年度分担研究報告，北海道大学医学部小児科，札幌，平成16年3月，pp．39－42
　DNA　ligase　IV（LIG4）syndromeの一例を経験した．本邦では初めての症例である．本症は酵素異常により，多発奇
　形，重度の免疫不全症を呈する．本態は，DNA修復能の欠陥にある．本報告例では，さらにB細胞リンパ腫を合併し
　た．
　1）北海道大学医学部
O原発性免疫不全症におけるEBウイルス陽性リンパ増殖性疾患の発症機序と対処法の解明
　岡野素彦
　平成14－15年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究［C2］）研究成果報告書，北海道大学医学部小児科，平成16
　年3月，札幌，pp．1－30
　原発性免疫不全症では高頻度でEBウイルス関連リンパ増殖性疾患・悪性リンパ腫の発症をみる．本研究では，患者に
　おいて従来指摘される免疫不全に加え，ウイルス標的細胞そのものの異常が認められ，遺伝素因の存在が示唆された．
○パルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）の画像解析における施設問差の検討
　長野秀樹，木村浩一，若森吉広，駒込理佳
　渡辺治雄編，平成16年度厚生科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「食品由来感染症の細菌学的疫学指標の
　データベース化に関する研究」総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成16年3月，pp．25－4！
　これまでの研究事業をとおして，PFGEの手技に関する統一化が図られた．今回は解析ソフトに関して検討を行った．
　その結果，使用方法については問題なかったが，解析バンドの取得については一定の基準の必要性が示唆された．
○エイズ医薬品候補物質のスクリーニング研究
　本間　寛，伊木繁雄
　棚元憲一編，厚生労働科学研究費補助金（創薬等ヒューマンサイエンス総合研究事業）「エイズおよび関連する新興・
　再興ウイルス感染症の医薬品候補物質のスクリーニングと新薬開発に向けた研究」平成15年度総括・分担研究報告書，
　国立医薬品食品衛生研究所，東京，平成16年4月，pp．43－44
　50件の被検薬剤に対し抗HIV活性についてのスクリーニング試験を行った結果，　HIV増殖抑制効果が有効と判定さ
　れるものは存在しなかったが，さらに分画することで有効となる可能性のあるものが7件存在した．
○エイズ医薬品候補物質のスクリーニングを基盤とした，抗エイズ新薬開発に関する研究
　本間　寛，伊木繁雄
　棚元憲一編，厚生労働科学研究費補助金（創潤筆ヒューマンサイエンス総合研究事業）「エイズ医薬品候補物質のスタ
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リーニングを基盤とした，抗エイズ新薬開発に関する研究」平成16年度総括・分担研究報告書，国立医薬品食品衛生
研究所，東京，平成17年4月，pp．36－37
50件の被検薬剤に対し抗HIV活性についてのスクリーニング試験を行った結果，　HIV増殖抑制効果が有効と判定さ
れるものが4件，またさらに分画することで有効となる可能性のあるものが6件存在した．
○カキ養殖海域のウイルス汚染について
　西尾　治ユ），吉澄志磨
　武田直和編，厚生労働科学研究補助金（食品の安全性・高度化推進研究事業）「ウイルス性食中毒の予防に関する研究」
　平成16年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成17年4月，pp．59－68
　カキ養殖海域のノロウイルス（NV）及びA型肝炎ウイルス汚染状況について調査を行った．また，カキ養殖海域流入
　に関わる下水処理場において，NVが各処理過程でどの程度除去されるかについて検討を行った．
　η国立感染症研究所
生物科学部
○ストレス関連遺伝子のDNAマイクロアレイによる網羅的解析に関する研究
　加藤芳伸，鈴木智宏，壷口裕一
　北海道立衛生研究所（加藤芳伸）編，平成16年度報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成17年3月，pp．HO
　酸化ストレスを負荷した肝細胞では，甲状腺ホルモン（TR）の影響下にある遺伝子群が発現変動していることが認め
　られた．このことから，TRの影響を測定するための一環としてヒトTR受容体（a1及びb1）のクローニングを行っ
　た．
○後発酵茶風味成分の特徴と遺伝子による茶の分類について
　加藤芳伸
　平成16年度文部科学省科学研究，平成16年度分担研究報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成17年3月，pp．1－5
　日本の栽培茶31品種をAFLP－PCR法を用いて識別することを試みた．　E60　RPACAとMs61－CTCのプライマー
　セットを用いることによって31品種を識別できることを明らかにした．
○エキノコックス症診断用組換え抗原の開発と評価
　孝口裕一，鈴木智宏，山野公明，本間　寛，澤田幸治
　平成16年度秋山記念生命科学振興財団　奨励研究助成，平成16年度報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成17年
　3月，P9
　多包虫症の血清診断に用いる品質の安定した，高い検査精度を持つ組み換え抗原の生産を試みた．調製した計！2種類
　の組換え抗原のうち2種類に患者血清との高い反応性を確認し，診断に利用できる可能性が示された．
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